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チャリティーバザー報告

3・11東日本大震災か
ら 2 年を迎える 3 月
10 日㈰に、浅口市ボ
ランティア連絡協議
会主催のチャリティー
バザーが開催されまし
た。「被災された方々
への支援に役立ててく
ださい」と、当日の収
益金は全額寄付してい
ただきました。
　皆様方のあたたかい
ご支援、本当にありが
とうございました。
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く
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サ
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ケ
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感
想
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映
画
「
う
ま
れ
る
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08

連　

載 

食
育
レ
シ
ピ

　
　
　
　
　
　
（
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
揚
煮
） 

09

報　

告 

25
年
度
事
業
計
画
・
予
算

 

10
〜
11

第26号

　鴨方町六条院中の
「丁ふれあいサロン」に
お邪魔しました。この
日は地区内の山下千世
公園に会場を移して、
軽体操や玉入れなどで
楽しみました。笑いの絶
えないひと時でした。

表紙の
ことば

表紙の
ことば

表紙の
ことば

バザー収益金	 285,200円
福祉施設の出店金	 3,500円
福祉施設等収益金の寄付	 32,650円
バザーの当日の募金箱	 31,046円
　　合　計	 352,396円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・
出店団体　�ワークほほえみ、ハッピーハウス、ワー

ク菩提樹、寄島地域のボランティア、ボ
ランティア　しゃぼん玉、金光手打ちそ
ばボランティア、浅口市社会福祉協議会

“もったいない”を手から手へ
３・11 チャリティーバザー報告
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特集・ふれあいサロン

ふ
れ
あ
い
・
サ
ロ
ン
っ
て
な
に
？

　ひ
と
こ
と
で
言
え
ば
、
地
域
の
「
仲
間
づ

く
り
」「
出
会
い
の
場
づ
く
り
」
を
図
る
活
動

で
す
。

　家
で
閉
じ
こ
も
り
が
ち
、
話
し
相
手
が
い

な
い
、
さ
び
し
い
と
い
っ
た
不
安
や
悩
み
を

持
っ
て
い
る
方
々
に
声
を
か
け
て
、
み
ん
な

で
集
ま
っ
て
「
気
軽
に
」「
無
理
な
く
」「
楽

し
く
」「
自
由
に
」
過
ご
せ
る
場
を
地
域
の
中

に
つ
く
り
、
参
加
す
る
方
々
と
運
営
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
み
ん
な
が
一
緒
に
な
っ
て
自
由

な
発
想
の
も
と
で
運
営
し
て
い
く
の
が
大
き

な
特
徴
で
す
。

　子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
齢
層

の
住
民
が
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
代

を
超
え
た
ふ
れ
あ
い
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地域の
交流

介護
予防 安否

確認

福祉の
情報

社会
参加

地域の
活性化

ふれあいサロンが
　　　　あってよかった♪
ふれあいサロンが
　　　　あってよかった♪
ふれあいサロンが
　　　　あってよかった♪

こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す

（
ご
く
一
例
で
す
）

�
自
主
活
動

　

�

軽
体
操
、
お
元
気
体
操
、
ニ
ギ
ニ
ギ
運
動
、

う
た
、
テ
ー
マ
曲
（
替
え
歌
）、
ト
ラ
ン
プ
、

脳
ト
レ
、
間
違
い
さ
が
し
、
早
口
こ
と
ば
、

手
工
芸
、
絵
て
が
み
、
俳
句
、
ビ
ン
ゴ
な

ど
�
用
具
活
用

　

�

輪
投
げ
、
シ
ャ
ッ
フ
ル
ボ
ー
ル
、
ル
ー
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
、
風
船
バ
レ
ー

�
演

　
　芸

　

�

歌
謡
シ
ョ
ー
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
マ
ジ
ッ
ク
、

太
極
拳
、
人
形
劇
、
な
ど

�
季
節
行
事

　

�

し
ろ
み
て
、
た
な
ば
た
、
ク
リ
ス
マ
ス
、

ひ
な
祭
り
な
ど

�
イ
ベ
ン
ト

　

�

た
こ
焼
き
、
そ
う
め
ん
流
し
、
ぜ
ん
ざ
い
、

手
巻
き
寿
司
な
ど

�
お
出
か
け
（
市
内
に
限
る
）

　
�

町
家
公
園
、
ア
ッ
ケ
シ
ソ
ウ
、
遙
照
、
丸

山
公
園
な
ど

�
講

　
　話

　

�

消
費
者
問
題
、交
通
安
全
、防
災
、健
康
（
熱

中
症
、
転
倒
予
防
）、
消
防
な
ど

サ
ロ
ン
を
は
じ
め
た
い

地
区
の
み
な
さ
ま
へ

　一
度
、
社
協
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　実
施
場
所
、
実
施
頻
度
、
参
加
者

や
担
い
手
の
イ
メ
ー
ジ
な
ど

　具
体

的
に
し
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。

　軌
道
に
乗
る
ま
で
社
協
で
サ
ポ
ー

ト
い
た
し
ま
す
。

ふれあいサロンで
あなたも地域もいきいき

やっていま
すか？

　はじめま
せんか？

浅口市内のふれあいサロン
　���市内　　80カ所
　���年間　　571回
　���延べ参加者　13,755人
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特集・ふれあいサロン

私たちは浅口市社会福祉協議会の活動を応援しています。

初心者

大歓迎
！初心者

大歓迎
！初心者

大歓迎
！

Word・Excel・インターネット・メール・デジカメ・各種スマートフォン・SNS・資格取得・出張講座 他

安い！安い！ 楽しい！楽しい！

5/
9 

OPE
N!

❶完全個別指導　❷毎月の費用は月謝のみ
❸毎月受講回数の変更可能　❹安心予約制
❺パソコン設備充実　❻ホッとひといきティータイム
❼就活・仕事、趣味まで幅広くサポート

浅口市金光町占見新田 283-1
水・日・祝は休校日　駐車場有

TEL (0865)42-3595
楽しく学べる
７つの魅力
楽しく学べる
７つの魅力

分かりやすい！分かりやすい！

「福祉あさくちを見 た 」で 入会金無料！！

「福祉あさくちを見 た 」で 入会金無料！！

「福祉あさくちを見 た」で 入会金無料！！

～こんなパソコン教室を待っていた！ 充実度120％～～こんなパソコン教室を待っていた！ 充実度120％～

《60代以上の方》月謝6,400円より
セガミ薬局
となり
セガミ薬局
となり

ふ
れ
あ
い
か
ら

さ
さ
え
あ
い

　

サ
ロ
ン
に
集
う
中
で
、
例

え
ば
「
一
人
暮
ら
し
で
普
段

の
生
活
に
不
安
が
あ
る
」、「
サ

ロ
ン
の
日
以
外
は
閉
じ
こ
も

り
が
ち
」、
あ
る
い
は
、「
体

調
の
不
具
合
や
病
気
等
で
、

サ
ロ
ン
に
出
て
来
ら
れ
な
く

な
っ
た
」

　

な
ど
、
何
か
地
域
で
気
に

な
る
方
に
つ
い
て
、
同
じ
サ

ロ
ン
の
仲
間
や
そ
の
地
域
の

民
生
委
員
や
福
祉
委
員
、
近

隣
の
方
々
が
協
力
し
あ
っ
て
、

見
守
り
や
声
か
け
の
訪
問
や
そ
の
ほ
か

ち
ょ
っ
と
し
た
生
活
上
の
手
伝
い
な
ど
を

行
っ
て
い
く
地
域
の
「
さ
さ
え
あ
い
」
に

サ
ロ
ン
活
動
は
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

サ
ロ
ン
傷
害
保
険

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
サ
ロ
ン
活
動

で
の
事
故
に
備
え
傷
害
保
険
に
加
入
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
サ
ロ
ン
の
参
加
者
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
対
象
と
な
り
、
保
険
料
は

社
会
福
祉
協
議
会
が
負
担
し
ま
す
。（
賠

償
保
険
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

　

サ
ロ
ン
で
事
故
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
速

や
か
に
社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
サ
ロ
ン
を
い
つ
も
と
は

別
の
場
所
で
行
う
場
合
（
花
見
や
外

出
な
ど
）
に
は
事
前
に
保
険
会
社
へ

の
届
け
出
が
必
要	

で
す
の
で
、
予
定
が

決
ま
り
ま
し
た
ら
社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
届
け
出
な
く
開
催
さ
れ

て
起
こ
っ
た
事
故
は
保
険
が
適
用
さ
れ
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
か
ら

さ
さ
え
あ
い

サ
ロ
ン
傷
害
保
険

　

去
る
３
月
12
日
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
活
動
に
取
り
組
む
サ
ロ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
し
た
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
研

修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
実
践
発
表
や
救
急
法
の
講
習
、
サ
ロ
ン
活
動
の
説
明

を
行
い
、
活
動
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

み
ん
な
で
つ
く
る
地
域
の
福
祉

—

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
研
修
会
を
終
え
て—

—
—
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い
サ
ロ
ン
研
修
会
を
終
え
て

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
研
修
会
を
終
え
て

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
研
修
会
を
終
え
て

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
研
修
会
を
終
え
て

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
研
修
会
を
終
え
て
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特集・ふれあいサロン

私たちは浅口市社会福祉協議会の活動を応援しています。

TEL.086-522-5291
FAX.086-522-8048
〒713-8123 倉敷市玉島柏島478

隣接する円通寺を訪ねたり、大浴場でご入浴。和洋宴会場でゆったり味わう会席料理。隣接する円通寺を訪ねたり、大浴場でご入浴。和洋宴会場でゆったり味わう会席料理。

※写真は良寛会席。
　内容は季節ごとに
　変わります。

※写真は良寛会席。
　内容は季節ごとに
　変わります。

良寛和尚修行の地、瀬戸内海を望む宿

ゆったり宴会プランゆったり宴会プランゆったり宴会プランゆったり宴会プラン

集合写真即日仕上 1枚630円
オプションオプション

●タオル持参で入浴料無料！

●カラオケ無料
●送迎無料

●タオル持参で入浴料無料！

特 典特 典
●カラオケ無料
●送迎無料

10名様以上で

（　　　　　　　　）概ね片道 1時間まで。
高速道路利用時は実費

※要予約

※要予約3,150円3,150円3,150円（税込）1名様

4,725円4,725円4,725円（税込）1名様

◆玉島御膳

◆良寛会席

※飲物料金別途
※お料理はご予算に応じて承ります。

　鴨西サロンでは、年６回、偶数月の５日に開催してい
ます。社協や市の保健師、交通安全協会などの講話や体
操、ゲーム、ボランティアさんの大道芸や手品などさま
ざまなプログラムをサロンに取り入れています。
　昨年４月には会場横の公園でお花見会を行い、10月
には原爆被爆者の方に貴重な体験談を語っていただきま
した。また、今年2月には琴や三味線の演奏に合わせて
懐かしい歌や思い出の歌をみんなで歌いました。

　八重ふれあいサロンでは、サロンの案内を地区内の掲示
板にも貼ります。案内に前回のサロンの写真を載せ、地域
の皆さんにもサロンの様子をお知らせしています。
　毎回女性ボランティアが季節感のある献立を考え、腕に
よりをかけて作ってくれます。また、毎回誕生日会を行
い、その月の誕生日の方には記念として、記念写真を額縁
に入れてプレゼントします。
　ボランティアの「役に立っている」という喜びがサロン
運営を支えています。

　片本いきいきサロンは、毎月１回行い、年間で
花見や運動会、クリスマス会などの行事やおでか
けサロンとして出かけることもありました。
　片本オリジナルの「コスモス体操」、手足と頭
の体操「ちょこっと体操」を行います。体が温
まったところでスカットボールなどのゲームを行
い、大笑いしたところでコーヒータイム。最後に

「サロンの歌」を歌って締めくくりです。
　参加者もスタッフも楽しめるサロンにしていきたいと思います。

鴨
西
サ
ロ
ン

市内のサロンの一例を紹介します。

八
重
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
だ
る
ま
会

片
本
い
き
い
き
サ
ロ
ン
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報告　アンケート集計

　　　「浅口市の地域福祉に関する
　　　　　　　　アンケート」について

浅口市社会福祉協議会では、浅口市民の福祉に関する実態や意
向を把握することにより、今後の事業の参考にする目的で「浅
口市の地域福祉に関するアンケート」を実施しました。

　　■ 対 象 者　浅口市の20歳以上の方887人
　　■ 実施期間　平成25年２月〜３月
　　■ 調査方法　福祉委員により調査依頼、後日回収

報告

Q あなたは近所付き合いについてどう思いますか？

助け合って生きてゆくためには大切であると思う 62.1%

28.0%

14.9%

24.9%

29.9%

62.1%

28.0%

14.9%

8.9%

6.7%

7.1%

5.1%

2.8%

1.6%

24.9%

29.9%

6.4%

1.1%

0.6%

地域での多少の協力は当然のことであり、
特別のこととは思わない

その他

わずらわしいのて、付き合いはしたくない

あいさつ程度はするが、深くは関わりたくない

今後、近所付き合いの中でボランティアや近隣の方に「手助けをしてほしい」
と思うことが起こると思いますか？

相談ごとや話し相手

買い物や近くまでの外出の同乗

田畑の管理の手伝い

その他

手助けしてほしいとは思わない

住宅や庭木の手入れ

掃除・ゴミ出しなどの簡単な家事

子供を預かったり、外出時などの見守りなど

病気など緊急時に、医者を呼ぶなどの手助け

Q

「近所付き合い大切」 62%「近所付き合い大切」 62%

　　　「浅口市の地域福祉に関する
　　　　　　　　アンケート」について
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報告　アンケート集計

Q 現在、浅口市社会福祉協議会では「地区社協」を推進していますが、
「地区社協」の設置に関する次の意見について、あなたはどう思いますか？

⑴　少子高齢化が進行しているので
地区社協の設置は必要 そう思う　57.1%

7.9%
どちらとも言えない

35.1%

⑵　地区内での共助（たすけあいの
精神）の意識を高めたい そう思う　77.2%

4.0%
どちらとも言えない

18.8%

⑶　地区の連帯感が希薄になる中、
連帯感を深めることは大切 そう思う　76.0%

3.8%
どちらとも言えない

20.2%

⑷　地区に新しい組織ができて、地
区の負担が増える そう思う　44.3%

そう思わない
19.3%

どちらとも言えない
36.5%

⑸　現在すでに地区で福祉活動が十
分に行われている

そう思う
20.4%

そう思わない
27.6%

どちらとも言えない　52.0%

⑹　地区社協で何をするのかが不明
確である そう思う　51.1%

そう思わない
16.2%

どちらとも言えない
32.7%

29.1%

18.5%

17.5%

12.7%

29.1%

18.5%

17.5%

7.8%

2.9%

6.4%

12.7%

0.5%

4.6%

障がい者のための福祉サービスの充実

高齢者のための福祉サービスの充実

児童福祉（子育て支援） サービスの充実

その他

住民の福祉活動への還元

地区社協の一層の促進

福祉を啓発する事業（講演会など）の充実

ボランティア活動の振興

福祉情報の提供・広報活動の充実

あなたの世帯が納めた社協会費は、どのように活用されることを期待しますか？Q

「地区社協の設置は必要」 57%
　「地区社協が何をするのか不明確」 51%
「地区社協の設置は必要」 57%
　「地区社協が何をするのか不明確」 51%

そう思わない

そう思わない

そう思わない
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感想文　映画「うまれる」

 

生
命
の
尊
さ
伝
え
た
い

い
ろ
い
ろ
な
“
夫
婦
”
の
在
り
方
や
“
命
の
形
”
を

見
て
、
本
当
に
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
私
も
、
実

は
随
分
前
の
こ
と
で
す
が
、
出
産
予
定
日
一
週
間
前

に
お
腹
の
中
で
命
を
絶
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
の
体
験
を
味

わ
い
ま
し
た
。

そ
の
時
は
、
“
な
ん
で
、
私
が
こ
ん
な
悲
し
い
こ
と

を
味
わ
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
”
と
神
様

を
憎
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

病
院
で
子
ど
も
に
ミ
ル
ク
を
の
ま
せ
て
や
る
こ
と
が

で
き
ず
に
、
毎
日
日
々
、
泣
い
て
い
ま
し
た
。
だ
か

ら
、
“
普
通
に
生
ま
れ
て
く
る
命
”
が
、
ど
ん
な
に

尊
い
の
か
、
神
秘
的
な
の
か
を
子
ど
も
た
ち
に
知
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
、
こ
の
映
画
を
見
ま
し
た
。

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
な
く
、ド
キ
ュ
メ
ン
ト
だ
っ
た
の
で
、

訴
え
る
力
が
強
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　（Ｓ
さ
ん
）

「
き
れ
い
ご
と
」
に
疑
問

胎
内
記
憶
と
い
う
言
葉
は
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
し

た
が
、
実
際
に
眼
に
す
る
事
は
始
め
て
で
し
た
。

び
っ
く
り
、
ま
さ
か
「
や
ら
せ
」
で
は
な
い
の
か
？

と
疑
う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
で
す
が
、
あ
ど
け
な
い

子
供
た
ち
の
赤
裸
々
な
言
葉
は
疑
い
の
な
い
も
の
で

し
ょ
う
。

障
が
い
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
解
っ
て
い
て
も
「
産

む
」
と
の
決
断
を
さ
れ
た
御
夫
婦
に
は
感
動
し
ま
し

た
。
大
変
な
苦
労
が
待
ち
受
け
て
い
る
こ
と
も
承
知

で
そ
の
選
択
を
さ
れ
た
事
、そ
の
思
い
は
す
ば
ら
し
い

と
は
お
も
い
ま
す
が
、
私
の
気
持
ち
は
複
雑
で
す
。

重
い
障
が
い
を
持
っ
て
生
ま
れ
た
子
ど
も
を
持
つ
親

と
し
て
は
、
「
望
ん
で
き
た
な
ん
て
」
軽
々
し
く

言
っ
て
欲
し
く
な
い
。

あ
ま
り
に
も
「
綺
麗
ご
と
」
過
ぎ
た
映
画
に
ち
ょ
っ

と
疑
問
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

�

（
Ｓ
さ
ん
）

 

震
災
で
命
の
大
切
さ
実
感

私
は
、３
・
11
の
震
災
の
影
響
を
受
け
て
、浅
口
市
内
に

母
子
で
自
主
避
難
し
て
き
て
い
る
者
で
す
。
岡
山
県

内
に
い
る
多
く
の
避
難
者
さ
ん
た
ち
か
ら
の
勧
め
が

あ
り
、
今
回
の
上
映
を
見
に
行
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

あ
の
震
災
以
降
、
命
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
が
増
え

ま
し
た
。
ふ
だ
ん
何
気
な
く
笑
っ
て
暮
ら
し
て
い
ら

れ
る
日
々
が
ど
れ
だ
け
尊
く
て
大
切
な
も
の
か
を
気

づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

命
が
誕
生
す
る
と
い
う
こ
と
、
消
え
て
い
く
命
が
あ

る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
は
隣
り
合
わ
せ
だ
と
い
う

こ
と
を
妊
娠
当
時
は
よ
く
考
え
て
い
た
も
の
で
し

た
。　健

康
に
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
が
普
通
の
こ
と
だ
と

思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
違
っ
て
、

健
康
に
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
が
「
奇
跡
」
。
私
た
ち

は
奇
跡
の
集
合
体
な
ん
だ
な
、
と
思
い
ま
す
。

（
Ｏ
さ
ん
）

映画の感想が届きました。
紙面で紹介します。

福祉あさくち映画会
〜2013.2/2.3〜

映画の感想が届きました。映画の感想が届きました。映画の感想が届きました。映画の感想が届きました。映画の感想が届きました。映画の感想が届きました。映画の感想が届きました。映画の感想が届きました。映画の感想が届きました。映画の感想が届きました。映画の感想が届きました。映画の感想が届きました。
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お達者さん　食育レシピ

若い頃は？
　娘時代は大東亜戦争中でしたので海軍施設
（岡山市）に勤務していました。
　通勤電車の中から、はるか西の方の空が異常
に白く光るのを見て、後にそれが原爆であった
ことを知りました。事務所内全員起立で天皇陛
下の終戦のお言葉も聞きました。昭和 20 年８
月のことでした。戦争は絶対にしてはいけない
と、強く思っています。

夫婦の絆
　昭和 23 年に小坂西から深田へと嫁いで一男
一女を授かりました。戦争で主人が右手を負傷
しているため農業がなかなかはかどらず苦労し
ましたが、二人して懸命に子育てを頑張りまし
た。50 を過ぎてから縁あって役場の用務員と
して 7年間勤めさせてもらいました。勉強がし
たいなぁといつも思っていたので、大変いい経
験になりました。
　当時は恥ずかしいという思いもあったけど、
全てが勉強と思って一生懸命頑張りました。け
ど私が働いていたことで、主人には迷惑を掛け
ていたと思います。何も言わずに我慢してくれ

たので、今その分をお返ししようと思って出来
るだけのことをしているつもりです。年を取っ
てあまり主人が動こうとしないので、これじゃ
あいけんと思って、夕方になると蒸しタオルで
足を拭いてあげて血行を良くしたあと、ワセリ
ンを塗ってあげています。軍手で塗ったら刺激
になっていいかなぁとか…いろいろ工夫してい
ます。

長生きの秘訣は？
　心掛けていることは「気持ちの持ち方」でしょ
うねぇ。何事も弱気になったらダメ、主人にも
そう話して励ましています。年寄りだからと思
えば体がそういうふうになってしまうし、強い
心を持つと体もついてくるもんだと実感してい
ます。心の問題でしょうねぇ。
　趣味はこれといってないけれど、若い頃から
本を買って読んでいます。服よりもたくさん
買ったでしょうねぇ（笑）　最近また読み直し
始めたけども、目も薄くなって読み辛いことも
あります。もう一度読み切りたいけど、間に合
うかどうか…。年じゃからなぁ（笑）

お達者さんお達者さんお達者さん
畝山　昌子さん （89歳）

鴨方町 （深田）

しょう こ

じゃが芋…………300ｇ
しょうが…………１かけ
絹さや……………20ｇ
だし汁……………150㏄
　　 ⎧ 　砂糖……大１
　A ⎨ 　酒  ……大２
　　 ⎩ しょう油…大３
みりん……………大１
揚げ油……………適量

食育レシピ 新じゃが芋の揚げ煮
（4人分）

………………　作  り  方　………………

❶ じゃが芋は皮付きのままよく洗い、水気を拭き取る。
　 絹さやは筋を取り、色よく茹でる。
❷ 揚げ油を170℃に熱し、❶のじゃが芋を皮がパリッとなる程度に揚げる。
❸ 鍋に、薄切りにしたしょうが・だし汁・Aを煮立て、❷のじゃが芋を入

れ、沸騰したら、落し蓋をして弱火で汁気が無くなるまで煮詰める。
❹ 仕上げにみりんを入れ煮絡める。
❺ 器に盛り、絹さやを添える。

……  材　  料  ……

 じゃが芋は皮付きのままよく洗い、水気を拭き取る。 じゃが芋は皮付きのままよく洗い、水気を拭き取る。
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浅口市社協のしごと　事業方針

災害ボランティア入門講座

①
社
協
組
織
の
充
実
・
基
盤
強
化

　

・
地
区
社
協
の
設
立
と
運
営
支
援

　

・
福
祉
委
員
活
動
の
活
性
化

　

・
住
民
会
員
制
へ
の
加
入
促
進

　

・�

広
報
誌
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情

報
発
信

　

・
地
域
福
祉
座
談
会
の
開
催

②
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成

　

・�

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
機

能
整
備

③
各
種
福
祉
団
体
と
の
連
携
事
業

　

・
各
種
団
体
と
の
意
見
交
換
会
の
実
施

　

・�

民
生
児
童
委
員
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、

遺
族
会
、
婦
人
会
、
栄
養
改
善
委
員

会
、
当
事
者
組
織
等
と
の
連
携

　

・�

行
政
・
保
健
・
医
療
・
福
祉
関
係
団

体
と
の
連
携

④
高
齢
者
福
祉
活
動
の
推
進

　

・�

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動
支
援

　

・�

高
齢
者
支
え
合
い
事
業
に
お
け
る
サ

ポ
ー
タ
ー
活
動
支
援

　

・
い
の
ち
の
バ
ト
ン
事
業

　

・
蒲
団
丸
洗
い
事
業

　

・�

独
居
等
高
齢
者
へ
の
声
か
け
・
見
守

り
事
業

　

・
虚
弱
高
齢
者
等
配
食
活
動
支
援

　

・
認
知
症
徘
徊
Ｇ
Ｐ
Ｓ
利
用
支
援

⑤
児
童
福
祉
活
動
の
支
援

　

・
子
育
て
サ
ロ
ン
活
動
支
援

　

・
お
も
ち
ゃ
病
院

　

・
母
子
父
子
世
帯
応
援
事
業

　

・
児
童
生
徒
見
守
り
活
動
支
援

　

・
愛
育
委
員
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
連
携

⑥
障
が
い
者
福
祉
活
動
の
支
援

　

・�

各
種
障
が
い
者
施
設
利
用
者
の
交
流

活
動
支
援

　

・
各
種
障
が
い
者
組
織
支
援

　

・
扶
養
共
済
制
度
へ
の
助
成

　

・
障
が
い
者
サ
ロ
ン
の
運
営

⑦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
事
業
の
推
進

　

・�

各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
開
催

　

・
児
童
生
徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
普
及

　

・�

各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
相
互
交

流
と
連
携
行
事
開
催

　

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
協
と
の
連
携

⑧
一
般
社
会
福
祉
活
動
の
推
進

　

・
福
祉
用
具
貸
出
事
業

　

・
福
祉
車
両
貸
出
事
業

　

・
な
ん
で
も
相
談
事
業

　

・�

福
祉
事
務
所
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の

連
携
に
よ
る
低
所
得
者
福
祉
対
策

　

・�

日
常
生
活
自
立
支
援
（
権
利
擁
護
）

事
業

　

・
共
同
募
金
会
浅
口
市
委
員
会
事
業

　

・
日
本
赤
十
字
社
浅
口
支
会
事
業

⑨
そ
の
他

　

・�

介
護
保
険
、
総
合
支
援
事
業
（
居
宅

介
護
支
援
、
訪
問
介
護
、
通
所
介

護
、
福
祉
用
具
貸
与
）

浅
口
市
社
協
の
し
ご
と  

事
業
方
針

浅
口
市
社
協
の
し
ご
と  

事
業
方
針

浅
口
市
社
協
の
し
ご
と  

事
業
方
針

平成25年度平成25年度平成25年度

浅
口
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
団
体
と
し
て
、

今
後
も
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
「
や
さ
し

く
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
」
ま
ち
づ
く
り
を
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

浅
口
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
団
体
と
し
て
、

今
後
も
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
「
や
さ
し

く
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
」
ま
ち
づ
く
り
を
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

予算を審議する理事会
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浅口市社協のしごと　予算

共同募金風景子育てサロン　親子クッキング

受取利息2,577

雑収入360
賃貸料収入400 社協会費9,100

福祉用具貸与事業10,392寄附金5,000

市受託金1,663

県社協補助金・受託金
3,775

市補助金
61,224

法人運営
37,236

地域福祉活動費
34,243

介護保険
自立支援収入
123,858

共同募金配分金5,590

貸付事業償還金4,100

食事サービス等利用料
1,758

共同募金事業
3,168

ボランティア事業
2,966

貸付事業
4,101

生活福祉資金事業
2,945

ふれあいまちづくり事業
5,807

食事サービス事業
2,836

居宅介護支援事業
（ケアマネージャー）17,835

訪問介護事業
（ホームヘルパー）
35,224

通所介護事業
（デイサービス）
61,258

高齢者支え合い事業
1,394

予　算

収入（総額219,405千円） 支出（総額219,405千円）

地域福祉推進事業収支予算 介護保険、障害者総合支援事業収支予算

収入（千円）

社 協 会 費
寄 附 金

共 同 募 金
配 分 金
貸 付 事 業
償 還 金
食事サービス等
利 用 料 収 入
受 取 利 息
雑 収 入 他

市 県 補 助 金・
受 託 金

計

66,382

14,100

4,100

5,590

2,766

1,758

94,696

人 件 費

事 業 費

貸 付 金

団 体 催 事
補 助 金

事 務 費

計

12,160

50,787

4,101

26,578

1,070

94,696

支出（千円） 収入（千円）

デ イ サ ー ビ ス
事 業

ケアマネージャー
事 業
福 祉 用 具
貸 与 事 業
障害者総合支援
事 業

市 受 託 事 業

ホームヘルパー
事 業

計

33,302

61,258

3,901

20,770

308

5,170

124,709

人 件 費

事 業 費

予 備 費

事 務 費

計

9,679

105,995

0

9,035

124,709

支出（千円）
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お知らせ

音訳・朗読ボランティア「浅口はるか
会」では、今年も新人養成講座を開催し
ます。

《場　所》浅口市健康福祉センター�2Ｆ
　　　　　ボランティア研修室
　　　　　（７/17のみ３Ｆ多機能研修室）
《日　時》
　◆５月22日㈬�13 : 30〜15 : 00
　◆６月５日㈬　　　�〃
　◆６月19日㈬　　　�〃
　◆７月３日㈬　　　�〃
　◆７月17日㈬　　　�〃
《先着順》10名
《締　切》５月17日㈮
《申込先》浅口市社会福祉協議会本・支所

　障がいのある方を扶養している保護者が、自らの生存中に毎月一定の掛金を納めること
により、保護者に万一（死亡・重度障害）のことがあったとき、障がいのある方に終身一
定額の年金を支給する制度です。この制度は、昭和45年に発足し、その後約40年を経過し
ましたが、この間約20万８千人の保護者の方々が加入され、また約４万８千人の障がいの
ある方々に約1,861億円の年金を支払い、生活の大きな支えになっています。

１．保護者の要件
　障がいのある方を現に扶養している保護者で
あって、次のすべての要件を満たしている方で
す。
　⑴�岡山県に住所があること。
　⑵��加入時の年度の４月１日時点の年齢が満
65歳未満であること。

　⑶��特別の疾病又は障がいがなく、生命保険
契約の対象となる健康状態であること。
健康状態等によっては、この制度にご加
入いただけない場合があります。

　⑷��障がいのある方１人に対して、加入でき
る保護者は１人であること。

２．障がいのある方の範囲
　次のいずれかに該当する障がいのある方
で、将来独立自活することが困難であると認
められる方です。
　⑴�知的障がい者
　⑵��身体障害者手帳を所持し、その障がいが
１級から３級までに該当する障がい

　⑶��精神または身体に永続的な障がいのあ
る方（精神病、脳性麻痺、進行性筋萎縮
症、自閉症、血友病など）で、その障が
いの程度が⑴または⑵の者と同程度と認
められる方

参加
無料音訳・朗読

ボランティア 新人養成講座
期　間��平成25年６月７日㈮〜

平成25年11月29日㈮
　　　　毎週金曜日（ただし、7月26日
　　　　・10月25日を除く）
　　　　全24回　10時〜12時
会　場　浅口市健康福祉センター�３F

多機能研修室
定　員　25名（先着順）
参加費　無料（テキスト代は実費）
募集期間　５月７日㈫〜５月24日㈮
対象者　�市内在住、在勤で手話奉仕員

養成講座（入門編）を修了し
た方�、又は入門編修了者と同
程度の手話サークル会員で、
原則24回通して受講できる方

申込み　�浅口市社会福祉協議会�本所
問い合せ先 （☎44 - 7744／FAX 44 - 1113）

手話奉仕員養成講座
（基礎編）

をご存知ですか？障害者扶養共済制度
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お知らせ・それゆけボランティア

風しん注意報発令

私たちのグループ「ベル」は、皆さんに集めていただい

た古切手、ベルマーク等を収集・分類・整理をし、関係

機関に送付する中継ぎのボランティアです。作業は簡

単！「いつでも」「どこでも」「誰でも」できるボラン

ティア！それが魅力のグループです。活動は、毎月第１

金曜日、午前９時半〜11時半です。ご協力いただきましたベルマークは、当面は大震災寄贈マー

クとして収集を行います。大震災後に、ご協力いただきましたベルマーク（１点=１円）は、大震

災援助寄贈マークとしてベルマーク財団に寄贈いたしました。皆様のご協力、よろしくお願いし

ます。

　2011年４月４日　�10,426枚　�29,120点

　2013年４月８日　�15,720枚　�93,260点

それゆけ！ボランティア

※ベルマーク収集には、企業からのご協力もいただいております。
　企業・団体のご協力も併せてお願いいたします。（ ）

収集ボランティア「ベル」の巻

　女性は妊娠前に、風しんの予
防接種をご検討ください。妊婦
は風しんの予防接種を受けられ
ません。

　成人男性は、風しんにかかっ
たことがない方、風しんワクチン
を受けていない方は、風しんの
予防接種をご検討ください。

風しん注意報発令

クイズの答えとともに
「福祉あさくち」の
感想をお寄せください

介護者のつどい
社協本所に啓発看板設置

社会福祉協議会は
まちの福祉の応援団です。

〜介護者は手をつなごう〜

介護者のつどい
 ・５月21日 ㈫  10:00ー13:00
 ・サンパレア（寄島町）
 ・講 話

「介護に関する
　　　　消費トラブル」

について

（浅口市消費生活センター消費生活相談員）

　食
育
レ
シ
ピ
で
ひ
な
祭
り
寿
し
の
材

料
作
り
方
を
見
て
さ
っ
そ
く
作
っ
て
見

ま
し
た
。
美
味
し
い
お
寿
し
が
出
来
た

の
で
孫
を
呼
ん
で
喜
ぶ
顔
が
見
え
て
幸

せ
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

�

坂
本
さ
ん
（
寄
島
町
）

　私
の
家
に
も
、
い
の
ち
の
バ
ト
ン
を

置
い
て
い
ま
す
。
何
事
も
な
い
の
が
一

番
で
す
が
、置
い
て
あ
る
と
安
心
で
す
。

�

川
上
さ
ん
（
金
光
町
）
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あさくちびと

旅館旅館旅館
仕出し・お料理・ご宿泊仕出し・お料理・ご宿泊

浅口市金光町大谷228-1　info@tosaya-r.jp

TEL.0865-42-2157TEL.0865-42-2157 土佐家旅館 検索検索

法事・慶事・ご宴会  ご予約賜ります

私たちは浅口市社会福祉協議会の活動を応援しています。

〈

あ

さ

く

ち

び

と

〉

〈

あ

さ

く

ち

び

と

〉

vol.2

　

十
七
字
に
喜
怒
哀
楽
を
詠
む

　

川
柳
は
、
人
生
の
機
微
や
世
相
を
描
写

す
る
短
詩
で
あ
る
。
口
語
を
用
い
、
季
語

や
切
れ
字
の
ル
ー
ル
も
な
い
。
推
敲
し
た

う
え
で
の
字
余
り
も
許
さ
れ
る
自
由
な
文

学
だ
。
そ
れ
だ
け
に
奥
が
深
い
。
句
の
向

こ
う
に
喜
怒
哀
楽
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
浮
か

ぶ
と
こ
ろ
が
い
い
。
職
場
で
誘
わ
れ
川
柳

の
道
に
入
り
35
年
に
な
る
。
忙
し
く
し
て

い
る
と
き
に
、
句
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
浮
か

ぶ
。
机
に
向
っ
て
考
え
込
ん
で
も
川
柳
は

出
来
な
い
、
と
笑
う
。

　

川
柳
会
で
全
国
に
友
人
が

　

地
元
の
川
柳
た
ま
し
ま
社
を
は
じ
め
、

県
内
外
の
結
社
に
所
属
。
選
者
や
編
集
事

務
局
を
務
め
る
。毎
月
締
切
日
近
く
に
は
、

約
30
通
の
郵
便
が
届
く
。
校
正
し
て
印
刷

屋
に
渡
す
の
が
毎
月
の
流
れ
。
川
柳
を
通

じ
て
、
奈
良
・
長
野
・
北
海
道
な
ど
全
国

に
友
人
が
出
来
た
。
若
い
人
も
入
っ
て
き

て
、
い
い
刺
激
を
受
け
て
い
る
。

　

多
趣
味
、
車
と
川
柳
と
酒
と

　

車
も
好
き
。
本
棚
に
は
自
動
車
の
雑
誌

が
ず
ら
り
と
並
ぶ
。
オ
ー
プ
ン
カ
ー
で
ド

ラ
イ
ブ
す
る
の
が
楽
し
み
。
地
域
の
活
動

に
も
積
極
的
に
関
わ
る
。
里
山
づ
く
り
の

グ
ル
ー
プ
で
地
域
の
同
世
代
と
汗
を
流

す
。
そ
し
て
欠
か
せ
な
い
の
が
、
飲
み
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
。
お
酒
を
飲
ん
で
趣
味
や
地

域
の
こ
と
を
語
り
合
う
の
が
至
福
の
時
。

　
　

年
に
３
回
は
台
湾
へ

　

台
湾
で
も
日
本
語
教
師
や
現
地
に
赴
任

し
て
い
る
日
本
人
が
川
柳
会
を
設
立
。
北

川
さ
ん
も
15
年
前
か
ら
投
句
し
、
現
地
の

句
会
に
も
出
席
し
て
き
た
。
今
の
日
本
で

は
使
わ
な
い
表
現
や
言
葉
が
あ
っ
て
興
味

深
い
。
川
柳
仲
間
の
依
頼
で
６
月
に
台
湾

の
義
守
大
学
で
講
演
を
す
る
運
び
と
な
っ

た
。川
柳
の
成
り
立
ち
な
ど
を
話
す
予
定
。

台
湾
の
学
生
に

日
本
の
文
化
を

知
っ
て
も
ら
い

た
い
。
日
本
と

台
湾
の
交
流
に

役
に
立
て
れ
ば

嬉
し
い
と
意
気

込
ん
で
い
る
。

 

戦
争
の
話
し
は
し
な
い
春
の
酒

　

  

拓
治

 

風
吹
け
ば
風
の
通
り
に
曲
が
る
首  

拓
治

川柳で広がる

　　仲間の輪

北川 拓治さん

（金光町占見新田）
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篤志御礼

篤
志
御
礼

篤
志
御
礼

（
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
）

　

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地
域
福
祉
事
業
に
有
意
義
に
使
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

金
光
町

○
秋
田　

健
次
さ
ん
（
佐
方
）
よ
り

　

亡
母　

静
香
さ
ん
の
香
典
返
し

○
田
口　
　

薫
さ
ん
（
占
見
新
田
）
よ
り

　

亡
母　

幸
子
さ
ん
の
香
典
返
し

○
河
瀬　

功
一
さ
ん
（
下
竹
）
よ
り

　

亡
妻　

照
代
さ
ん
の
偲
び
草

○
定
金　

弘
典
さ
ん
（
須
恵
）
よ
り

　

亡
母　

喜
美
子
さ
ん
の
香
典
返
し

○
瀧
澤　

嘉
子
さ
ん
（
占
見
新
田
）
よ
り

　

亡
母　

キ
ミ
コ
さ
ん
の
香
典
返
し

○
山
下　

紀
一
さ
ん
（
占
見
新
田
）
よ
り

　

亡
父　

頼
夫
さ
ん
の
香
典
返
し

○
大
熊　

健
之
さ
ん
（
占
見
新
田
）
よ
り

　

亡
母　

八
重
子
さ
ん
の
香
典
返
し

○
白
神　

幸
治
さ
ん
（
占
見
新
田
）
よ
り

　

亡
祖
母　

幸
子
さ
ん
の
香
典
返
し

○
秋
田
喜
一
郎
さ
ん
（
佐
方
）
よ
り

　

亡
子　

佳
子
さ
ん
の
香
典
返
し

鴨
方
町

○
横
山　

圭
祐
さ
ん
（
小
坂
西
）
よ
り

　

亡
祖
父　

英
雄
さ
ん
の
香
典
返
し

○
鈴
木　

基
広
さ
ん
（
六
条
院
西
）
よ
り

　

亡
祖
母　

千
鶴
子
さ
ん
の
香
典
返
し

○
中
村　

芳
郎
さ
ん
（
小
坂
東
）
よ
り

　

亡
母　

葉
子
さ
ん
の
香
典
返
し

○
小
林　
　

紘
さ
ん
（
本
庄
）
よ
り

　

亡
母　

栄
さ
ん
の
香
典
返
し

○
田
村　

敬
子
さ
ん
（
益
坂
）
よ
り

　

亡
夫　

和
士
さ
ん
の
香
典
返
し

○
花
田　

静
子
さ
ん
（
六
条
院
中
）
よ
り

　

亡
夫　

忠
之
さ
ん
の
香
典
返
し

○
大
本　

茂
信
さ
ん
（
鴨
方
）
よ
り

　

亡
母　

伊
津
惠
さ
ん
の
香
典
返
し

○
石
井　

亨
治
さ
ん
（
地
頭
上
）
よ
り

　

亡
父　

武
夫
さ
ん
の
香
典
返
し

○
花
田　

光
夫
さ
ん
（
六
条
院
中
）
よ
り

　

亡
母　

公
和
子
さ
ん
の
香
典
返
し

○
逸
見　

和
子
さ
ん
（
占
見
）
よ
り

　

亡
父　

石
井
寿
男
さ
ん
の
香
典
返
し

○
友
宗　

聖
治
さ
ん
（
本
庄
）
よ
り

　

亡
父　

英
二
さ
ん
の
香
典
返
し

○
高
橋　

祥
二
さ
ん
（
六
条
院
東
）
よ
り

　

亡
父　

勲
さ
ん
の
香
典
返
し

○
瀬
良
田
喜
禄
さ
ん
（
深
田
）
よ
り

　

亡
妻　

岐
代
子
さ
ん
の
香
典
返
し

○
田
邉　

博
子
さ
ん
（
益
坂
）
よ
り

　

亡
夫　

博
明
さ
ん
の
香
典
返
し

○
佐
藤　

信
夫
さ
ん
（
鴨
方
）
よ
り

　

亡
母　

房
子
さ
ん
の
香
典
返
し

○
襟
立　

憲
道
さ
ん
（
深
田
）
よ
り

　

亡
父　

雅
彦
さ
ん
の
香
典
返
し

○
阿
藤　

宅
雄
さ
ん
（
六
条
院
東
）
よ
り

　

亡
子　

雅
紀
さ
ん
の
香
典
返
し

寄
島
町

○
三
宅　

文
章
さ
ん
（
早
崎
）
よ
り

　

亡
祖
母　

綾
子
さ
ん
の
香
典
返
し

○
田
中　

敏
子
さ
ん
（
柴
木
）
よ
り

　

亡
夫　

明
雄
さ
ん
の
香
典
返
し

○
妹
尾　

秀
治
さ
ん
（
西
安
倉
）
よ
り

　

亡
父　

光
治
さ
ん
の
満
中
陰
志

○
姫
井
康
二
郎
さ
ん
（
尾
焼
）
よ
り

　

亡
母　

鶴
美
さ
ん
の
満
中
陰
志

○
西
浦　

康
政
さ
ん
（
西
安
倉
）
よ
り

　

亡
母　

葉
末
さ
ん
の
満
中
陰
志

○
黒
川　
　

寛
さ
ん
（
西
安
倉
）
よ
り

　

亡
妻　

妙
子
さ
ん
の
満
中
陰
志

○
川
崎　

結
城
さ
ん
（
東
安
倉
）
よ
り

　

亡
父　

保
明
さ
ん
の
偲
び
草

○
妹
尾　

尚
登
さ
ん
（
中
安
倉
）
よ
り

　

亡
母　

一
二
三
さ
ん
の
香
典
返
し

○
三
宅　

生
全
さ
ん
（
宮
通
）
よ
り

　

亡
母　

志
満
さ
ん
の
満
中
陰
志

○
田
中　

昌
男
さ
ん
（
柴
木
）
よ
り

　

亡
父　

計
人
さ
ん
の
香
典
返
し

○
荒
川　
　

叶
さ
ん
（
鏡
）
よ
り

　

亡
母　

松
子
さ
ん
の
満
中
陰
志

市
　
外

○
柚
木　
　

均
さ
ん
（
総
社
市
）
よ
り

　

亡
祖
母　

須
磨
子
さ
ん
の
香
典
返
し

○
應
本　
　

巽
さ
ん
（
東
京
都
）
よ
り

　

亡
母　

ヲ
ト
メ
さ
ん
の
満
中
陰
志

一
般
寄
付

○
工
藤　

義
正
さ
ん

　
　
　
　
　
　

（
金
光
町
占
見
新
田
）
よ
り

　

一
般
寄
付
と
し
て

○
金
光
町
文
化
協
会
よ
り

　

生
涯
学
習
発
表
会
、
バ
ザ
ー
売
上
金
と
し
て

○
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
鴨
方
教
会
よ
り

　

ク
リ
ス
マ
ス
献
金
と
し
て

○
阿
部
山
東
町
内
会
、

　

阿
部
山
北
町
内
会
、

　

殿
畑
二
町
内
会
、

　

日
原
東
町
内
会
、

　

郵
便
局
前
町
内
会
よ
り

　

手
数
料
寄
付
と
し
て

○
寄
島
小
学
校
よ
り

　

寄
島
っ
子
ま
つ
り
寄
付
と
し
て

○
田
辺
雄
一
さ
ん
（
早
崎
）
よ
り

　

一
般
寄
付
と
し
て

　平成23年度の税制改正により、社会福

祉協議会に対する寄附について、年間合計

額が2,000円を超えた額が所得税額控除及

び個人住民税の所得

割控除を受けること

ができます。

税額控除 できます



『福祉あさくち』はボランティアグループ
「浅口はるか会」のご協力により、目が
不自由な方のために音訳をしています。
　詳しくは社会福祉協議会へ。

44コ
マママ劇場4コ
マ劇場

発
　
　
行
/浅
口
市
社
会
福
祉
協
議
会

広
告
代
行
/昭
和
印
刷
株
式
会
社

2013.5.1
第
26
号

福あさ

今
号
の
紙
面
に
□
で
文
字
を
か
こ
ん
だ
箇
所
が
７
か

所
あ
り
ま
す
。こ
の
７
文
字
を
な
ら
べ
か
え
て
、
言
葉

を
つ
く
っ
て
下
さ
い
。

◆
ヒ
ン
ト

　5
月
12
日
は
母
の
日
で
す
。

◆
締
め
切
り   

6
月
30
日
㈰ 

　
消
印
有
効

◆
前
回
の
こ
た
え  

い
わ
し
の
あ
た
ま 

で
し
た
。

　官
製
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
答
え
と
「
福
祉

あ
さ
く
ち
」
の
感
想
を
必
ず
お
書
き
の
上
、

〒
７
１
９
ー
０
２
４
３

　鴨
方
町
鴨
方
７３
番
地

　
　浅
口
市
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
20
名
に
記
念
品
贈
呈
。

応
募
方
法

提供: 鴨方高校まんが愛好会
  画  : 汀

「鯉のぼり」

日　　時
 5 月19日㈰ 寄島公民館（サンパレアの南の建物）
 6 月16日㈰ 金光公民館
 7 月21日㈰ 浅口市中央公民館（鴨方町天草）
 8 月18日㈰ 寄島公民館（サンパレアの南の建物）
 9 月15日㈰ 金光公民館
10月20日㈰ 浅口市中央公民館（鴨方町天草）
11月17日㈰ 寄島公民館（サンパレアの南の建物）
12月15日㈰ 金光公民館

場　　所

予定が変更になる場合があります

開院時間　９時～12時（受付は11時半まで）

人間を救うのは、人間だ。
５月は社費納入のご協力をお願いしています

災害ボランティア入門講座災害ボランティア入門講座災害ボランティア入門講座
　東日本大震災における被災地の社会福祉協議会の活動を
教訓として、浅口市地域防災計画に基づき、災害ボランティア
センターの体制を平時から立ち上げておく必要があります。
　つきましては、災害（減災）への周知啓発と災害ボランティア
センターへの住民参加を目的として、下記により「災害ボラン
ティア入門講座」を実施いたします。

日　時

場　所

内　容

　　　
　
参加費

１日目　６月22日（土）
２日目　７月 6日（土）
　　　　  ※両日とも 10時～16時

健康福祉センター（鴨方・天草）２階研修室
１日目　「災害に対する備えと地域の役割」など
　　　　「福島からの報告」など
２日目　災害ボランティアセンターの実際

無 料

１日目　６月22日（土）
２日目　７月 6日（土）
　　　　  ※両日とも 10時～16時

健康福祉センター（鴨方・天草）２階研修室
１日目　「災害に対する備えと地域の役割」など
　　　　「福島からの報告」など
２日目　災害ボランティアセンターの実際

無 料

浅 口おもちゃ病院おもちゃ病院おもちゃ病院

探
し
て
並
べ
て


